
科目名 電磁気学理論　（　Electromagnetic  Theory  )

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

90 時間

担　当　教　員 【非常勤】　田中　章雄　（【副担当】　教授　橋本　基）

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

大学教養程度のレベルを授業内容とし、電磁気学の基礎的かつ重要な項目を確実に理解できるように
講義する。到達目標は以下のとおりである。
①電磁気学の基本的知識を理解して身につけることができる。
②各種の演習問題を通して応用力を養い、実践的問題を解くことができる。
③電気、電子工学の諸現象を論理的に解析できる。

第1学年 経営情報工学 2 単位 必修 講義 後期

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

電磁気学の基本的知識
を理解して身につけるこ
とができる。

電磁気学の基本的知識
を理解して、３／４程度
身につけることができ
る。

電磁気学の基本的知識
を理解して、３／５程度
身につけることができ
る。

電磁気学の基本的知識
を理解できず、身につけ
ることができない。

到達目標
②

演習問題を通して応用
力を養い、実践的問題を
解くことができる。

演習問題を通して応用
力を養い、実践的問題を
３／４程度解くことができ
る。

演習問題を通して応用
力を養い、実践的問題を
３／５程度解くことができ
る。

演習問題を通して応用
力を養えず、実践的問題
を解くことができない。

到達目標
③

電気、電子工学の諸現
象を論理的に解析でき
る。

電気、電子工学の諸現
象を３／４程度論理的に
解析できる。

電気、電子工学の諸現
象を３／５程度論理的に
解析できる。

電気、電子工学の諸現
象を論理的に解析できな
い。

達　成　度　評　価　（％）

電磁気学における基本的事項をしっかり理解できる。 中間試験と期末試験で評価する。 50%

各種例題や演習問題を通して数理的な知識と技術を身につけ、経営工学的分野で
の諸問題を論理的に解析できる。 中間試験、期末試験、レポートで評価する。 50%

学習・教育到達目標 （Ｅ）② JABEE基準１（２） (ｃ )

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 20

            　　　　　    評価方法
指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

100

態度・志向性(人間力)
【　　】

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○ ○

◎

汎用的技能
【論理的思考レベル】

○ ○ ○

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

◎ ◎



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 電子回路設計解析学

教科書 なし　(ノート講義）

補助教材等 資料プリント（授業内容の補助説明、例題や演習問題など）

学　習　上　の　留　意　点

電磁気学には数学力が必要であるが、なかでも微分と積分は必須と言ってよい。加えてベクトルの概念も持ち合わせていな
いと理解する上で苦しむ。ノート講義であるから予習は難しいので、復習にしっかりと力を入れてもらいたい。本科で習った数
学や物理の重要事項を思い出しながら意欲的に取り組み、例題や演習問題を反復理解することにより、知識を確実なものに
して欲しい。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

電磁気学は力学と並ぶ物理学の２大分野と言える。したがって、理工学に携わる技術者としては、『電磁気学理論』をしっか
りと習得する必要がある。ただ、物体を対象とする力学に比べると、電磁気学は対象が目に見えないため一般に理解しづら
いであろう。しかし、クーロンやファラデー、そしてマクスウェルらの偉大な先人によって確立された電磁気学の理論体系は美
しくて素晴らしい。ぜひとも学生諸君には意欲をもって積極的に『電磁気学理論』に取り組んでもらいたい。
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・電磁気学の概要と講義のガイダンス ・電磁気学の概要を理解できる。
・講義の進め方や評価方法について理解できる。

(予習）シラバスをよく読んで
講義の概要を確認するこ
と。(復習)電磁気学の授業
内容を理解すること。

・クーロンの法則
・電界の強さ
・点電荷による電界の強さ

・クーロンの法則による電荷間の電気力を理解できる。
・電界の強さの概念を理解できる。
・点電荷による電界の強さを理解できる。

(予習）クーロンの法則と電
界の概念を理解すること。
(復習）電気力や電界の強さ
の求め方を理解すること。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

・電気力線と電界の強さ
・ガウスの定理

・電気力線の概念や電気力線と電界の強さの関係を理解
できる。
・ガウスの定理の原理とその使い方を理解できる。

(予習）電気力線と電界の強
さの概念を理解すること。
(復習）ガウスの定理を理解
すること。

・ガウスの定理による基本的な帯電体の電界
（球、無限長円筒、無限平面の場合）

・基本的な帯電体による電界計算において、ガウスの定
理の使い方を理解できる。

(予習）ガウスの定理の使い
方を理解すること。(復習）ガ
ウスの定理による電界の課
題について、レポートを作成
すること。

・電位と電位差
・点電荷による電位と電位差
・複数個の点電荷による電界や電位

・電位の概念や電位差の概念を理解できる。
・点電荷による電位と電位差を理解できる。
・複数個の点電荷による電界や電位は、ベクトル和やスカ
ラ和で求められることを理解できる。

(予習）電位や電位差の概念
を理解すること。(復習）電気
力や電界の課題について、
レポートを作成すること。

・微小電荷による電界や電位
・連続的電荷分布による電界や電位

・微小電荷による電界や電位の考え方を理解できる。
・連続的電荷分布による電界や電位は、微小な電界や電
位のベクトル和やスカラ和であり、積分演算より求められ
ることを理解できる。

(予習）積分演算の概念を理
解すること。(復習）線状帯電
体による電界や電位の求め
方を理解すること。

・アンペアの右ねじの法則
・ビオ・サバールの法則

・アンペアの右ねじの法則を理解できる。
・ビオ・サバールの法則を理解でき、その使い方も理解で
きる。

(予習）アンペアの右ねじの
法則を理解すること。(復習）
ビオ・サバールの法則を理
解すること。

・ビオ・サバールの法則による各種電流の磁
界計算

・無限長や有限長の直線状電流による磁界および円弧状
電流による磁界を、ビオ・サバールの法則より求めること
ができる。

(予習）積分演算の概念を理
解すること。(復習）各種電流
に対し、ビオ・サバールの法
則の使い方を理解すること。

・帯電した導体の性質
・コンデンサと静電容量
・誘電体中の電界
・電界や電位に関する演習

・帯電した導体の性質を理解できる。
・コンデンサと静電容量の概念を理解できる。
・電界や電位に関する基本的な問題が解け、応用問題に
も対応できる。

(予習）帯電した導体の性質
を理解すること。(復習）電界
や電位の問題の解き方を理
解すること。

中　間　試　験

・電磁誘導とレンツの法則
・ファラデーの法則
・フレミングの右手の法則
・誘導起電力の計算

・電磁誘導現象やレンツの法則を理解できる。
・ファラデーの法則による誘導起電力を理解できる。
・フレミングの右手の法則による誘導起電力を理解でき
る。

(予習）電磁誘導の概念を理
解すること。(復習）ファラ
デーの法則による誘導起電
力の求め方を理解するこ
と。

・磁性体中の磁界
・マクスウェルの方程式
・磁界や電磁力に関する演習

・マクスウェルの方程式を知り、それぞれの式の意味を理
解できる。
・磁界や電磁力に関する基本的な問題が解け、応用問題
にも対応できる。

(予習）マクスウェルの方程
式の意味を調べること。(復
習）磁界や電磁力の問題の
解き方を理解すること。

・アンペアの周回積分の法則
・アンペアの周回積分の法則による磁界計算

・アンペアの周回積分の法則を理解できる。
・無限長の円筒状電流による磁界をアンペアの周回積分
の法則より求めることができる。

(予習）周回積分の概念を理
解すること。(復習）アンペア
の周回積分の法則の課題
について、レポートを作成す
ること。

・磁界中の運動電荷や電流に作用する電磁
力
・フレミングの左手の法則
・平行電流間に作用する電磁力

・磁界中の運動電荷や電流には電磁力が作用することを
理解できる。
・フレミングの左手の法則を理解でき、平行電流間に作用
する単位長さあたりの電磁力を理解できる。

(予習）電磁力の概念を理解
すること。(復習）平行電流間
に作用する電磁力を理解す
ること。

講　　　義 30 時間

自学自習 60 時間

期　末　試　験

・答案返却・解答解説
・授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解できる。

総　学　習　時　間　数 90 時間


